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	1．開催概要 開催日程：2026年9月19日（土）～22日（火） 開催場所：ハボロネ（Maru-A-Pula School、UB）及びパラペ（BIUST） 使用言語：英語 ＊日程及び内容は、現地機関との最終調整により変更となる場合があります。
	2．主な対象者 大学院留学を希望するUB（ボツワナ大学、ボツワナで唯一の総合国立大学）、BIUST（ボツワナ国際科学技術大学、科学技術に特化した国立大学）、及びその他の近隣大学の学生や卒業生、ハボロネ及びパラペ周辺の私費での学部留学を考えている高校生、保護者、進路指導教員及び大学教職員
	3．参加形態 対面参加（全プログラム）、オンライン参加（説明会のみ）及び資料参加（フェアでの資料展示）を予定しています。
	4．費用 フェア参加料は無料。 プログラムにかかる現地移動は、主催側にて手配予定です。 渡航費、宿泊費、食費、資料・バナー等の輸送費は、原則として各参加機関にてご負担ください。
	5．参加機関にご準備いただきたい内容 参加にあたっては、英語版パンフレット、英語で学べる課程一覧、学部・大学院別情報、専攻分野、奨学金・授業料情報、出願方法、問い合わせ先等、学生が進学を具体的に検討しやすい資料のご準備をお願いいたします。 特に、英語で学べるプログラム、専攻分野、奨学金、卒業後の進路が分かりやすい内容が重要です。
	6．申込方法 参加をご希望の場合は、下記の申込フォームより必要事項をご入力ください。 2026年6月19日（金）までにお申し込みをお願いいたします。 申込フォーム：https://forms.office.com/r/q69Qpq3mXR  参加にあたってよくある質問をまとめたQ&A集は、以下よりご覧いただけます。 Q&A集：https://www.studyinjapanforafrica.com/institution-faq
	7．関連オンラインイベント 本事業では、本年度、ボツワナでの対面フェアに加え、サブサハラ・アフリカ地域のどこからでも参加可能な日本留学オンラインフェア及びテーマ別説明会も実施予定です。 対面での参加が難しい大学におかれましても、日本留学に関する情報発信の機会として、ぜひご参加をご検討ください。 参加を希望される場合は、下記リンクよりお申し込みください。
	8．お問い合わせ先 国立大学法人秋田大学　未来人材共創機構 日本留学促進のための海外ネットワーク機能強化事業（アフリカ（サブサハラ）地域） 〒010－8502　秋田県秋田市手形学園町1番1号（秋田大学手形キャンパス内） E-mail：africa@jimu.akita-u.ac.jp

